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        「校地縁」 ～「学校と地域・家庭の縁をつなぐ」ために～ 

 

夏休みを終えて 

校長 小林勝巳 

 令和４年度の夏季休業は、８月中旬まで記録的な猛暑となり、熱中症対策、コロナウイルス感染症対策を

講じながらも、規制が緩和されたものとなりました。昨年度まで十分にできなかったことができた夏休みと

なったのではないでしょうか。 

 長い夏休みを終え、本日から２学期がスタートします。みなさんは夏休みをどのように過ごしましたか？

部活動に汗を流した生徒、学習を中心に取り組んだ生徒、規則正しい生活を心がけた生徒。いかがでしたで

しょうか？ 

今日は９月１日始業式です。「２学期の学校生活を始める準備はできていますか？」「宿題が未完成の人は

いませんか？」夏休み気分からの切り替えをしっかりとしましょう。 

２学期は、各学期の中で最も長い学期であり、学習では中間考査および期末考査があり、行事では修学旅

行、合唱コンクール、２年生の校外学習などが予定されています。しかし、１学期から様々な影響を及ぼし

ている感染症は、依然として猛威を振るっています。規制が緩和されている中ですが、感染症対策を考えな

がら、従来通りのものができるかわからない状況ですが、今できることをしっかりと取り組んで、準備を進

めていきましょう。 

さて、新学期初日に当たり、みなさんはどのように２学期を過ごそうと考えていますか？ 

３年生は、修学旅行、合唱コンクール等、中学校生活最後の行事に加え、進路決定に向けて考えなければ

なりません。１つのことに流されず、自分を見失わないよう、１つ１つの行事にしっかりと取り組み、自分

の進路に向けてしっかりと準備をしてください。 

１，２年生は、合唱コンクールもありますが、２，３学期に、校外学習が予定されており、３学期には２

年生のスキー移動教室も予定されています。また、部活動によっては１，２年生が中心となり、大会等が始

まることになります。 

全校生徒のみなさん。色々なことを実施していく予定の２学期です。受け身的な気持ちで先生方から指示

を受けた通りに動くのは簡単です。そして、その動きに黙ってついて行くことも簡単です。修学旅行、合唱

コンクール、校外学習等、ベースになるものは決まっていますが、その上に何を創り上げていくかは、みな

さん次第です。 

黙っていても、時間は過ぎ去っていきます。今、この時を大切にどう過ごしていくか。ここが大切です。

この時間を有効に有意義に過ごすことができると、充実感、達成感を得ることができ、人として大きく成長

できるはずです。 

この２学期は、様々なものに挑戦し、取り組み、成長していきましょう。 

始業式挨拶より 

【保護者の皆様へ】 

夏休みのお子様の様子はいかがでしたでしょうか。学校の教育活動は予定通り進めて行く予定ですが、感

染症対策により、延期もしくは変更をする場合がありますのでご承知おきください。 

 また、学校公開等の参観についても、状況により中止とさせていただくこともあります。今後も感染症対

策をしながら安心できる学校生活を継続していきますので、今後とも、ご理解・ご協力よろしくお願いいた

します。 

開進第一中学校だより 
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【練馬区子ども議会政策提言】 

８月２日（火）に練馬区生涯学習センターにおいて、「子ども議会政策提言発表会」が行

われました。本校からは、生徒会本部役員２年生女子が参加し、事前学習および７月２日（土）

から５回にわたり勉強会や地域調査に取り組み、８月２日の政策提言となりました。 

 政策提言は４グループからの発表があり、本校の代表生徒は下の内容で発表しました。 

提言４ 放課後 Happy time グループ  

「中学生のニーズに応え、楽しめる放課後活動にするには」 

 どのグループも、しっかりとした内容で、質問に対しても冷静に答え、とても素晴らしい

政策提言となり、最後に、教育長からの講評をいただき、幕を閉じました。 

 

【陸上部 関東大会・全国大会出場】 

関東大会 ８月９日（火）～１０日（水） 神奈川県平塚レモンガススタジアム平塚 

種目 女子四種競技 ３年女子 １１位 ２４１６点  

男子棒高跳 ３年男子 ７位 ３ｍ９０ｃｍ ２年男子１５位 ３ｍ４０ｃｍ 

   男子砲丸投 ３年男子 １５位 １１ｍ７６ｃｍ 

全国大会 ８月１９日（金） 福島県 とうほう・みんなのスタジアム 

   男子棒高跳 ３年男子 出場 

【吹奏楽部】 第６２回 吹奏楽コンクール ７月２８日 Ｂ組 金賞 

【サッカー部】 高円宮杯 予選突破 現在 高円宮杯内の都大会に進出中 

 

【関東大会・全国大会を終えて（自分の気持ちをどう作るか） 】      陸上部顧問 門脇 祐太 

自分の夢や目標を実現できるかどうかは、そのゴール地点に向けて『自分の気持ちをどう作っていくか』

にかかっている部分が大きいと考えます。 

「○○できたらいいな」、「○○になれたらいいな」という考え方だと、そこにはどうしても弱さが生ま

れますし、心のどこかで他力本願になってしまいがちです。自分にとってどこか遠い目標になってしまいま

す。そうではなく、「絶対に○○するんだ」、「自分は○○になるんだ」と、自分自身に宣言することが大

切です。周囲に対してもそれを口にできるようであればより強い決意になります。そしてそれは自分にとっ

て現実的な目標になります。その目標を常に頭の中に置きながら、「自分は果たして今のままで目標を達成

できるんだろうか？」と定期的に自分に問いかけることができれば、「もっと努力しよう」とその度に思う

ことができ、がんばり続けられます。そのように現実的な目標を作り、強い決意をもつことができるかどう

かで、得られる結果は驚くほど変わってきます。 

 もう１つ重要なのは、自分にとって「少し面倒くさいこと」や「日常の生活」をどれだけ大切にできるか

です。気持ちの良いあいさつをする、声をかけられれば返事をする、掃除や当番活動にしっかりと取り組む、

ノリだけでなんとかしようとせずに落ち着いて真剣に物事と向き合う・・・。そのような細かいことを大切

にしていくことで、自分にとっての「当たり前」のレベルが上がっていきます。そうしていくと自分に自信

が生まれ、「いざ勝負」という舞台でも力が発揮しやすくなるはずです。 

 

※感染症予防のため、学校公開週間、土曜

授業の公開を予定しておりましたが、中止

とさせていただきます。また、新入生向け

学校説明会については、実施いたします。 


